
し,こ の全身状態の悪化が味覚障害 によって起こ

るのか,基 礎疾病 あるいは薬物の副作用で起 こる

のかは不明である。これらをヒトで臨床的に検証

す ることは困難である。そこで今回われわれは,

ショウジョウバエを用いて味覚障害モデル を作成

し,味 覚障害そのものが摂食行動などのQuality

of　lifeに与 える影響 を検討 したので報告 した。

【材料および方法】GAL4/UASシ ステムにより

Gr5aが 発現 してい る味覚受容ニューロンに転写

制御因子であるReaperを 強制発現 させ たシ ョウ

ジョウバエ(Gr5a-rpr)を 用いた。単一味覚ニュー

ロンの興奮,吻 伸展反射,餌 摂食量,餌 選択摂食

について,他 系統のシ ョウジョウバエとの比較検

討を行った。

【結 果】シ ョウジョウバエにおいて特定の味覚

受容体(Gr5a)を 発現す る味覚ニューロンにア

ポ トーシスを生 じさせ た系統(Gr5a-rpr)で は,

味覚ニューロン細胞体の顕著な退縮が見 られた。

また,Gr5a-rprで は多数の味覚器において,糖,

水,塩 刺激に対する神経応答の消失が見られ,吻

伸展反射閾値の顕著な上昇が生 じた。ショ糖およ

びNaClの 摂食量に有意な低下が見られたが,味

強度が近い2種 類の餌の間では餌選択能力に有意

な低下は見られなかった。今後は,Gr5a-rprに

おいて生 じている味覚障害が寿命の短縮など,よ

り重篤なQOLの 低下に結びついてい るかを検討

する予定である。
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【緒 言】味覚障害患者は社会の急激な高齢化に

伴って増加 している。味覚障害の原因は様 々であ

るが一番多いのは薬剤性味覚障害である。厚生労

働省は重篤副作用に指定 して,疾 患対応マニュア

ルを作成 し医師に注意喚起をしている。 これ らの

味覚障害患者では,食 欲不振,体 重減少による全

身状態の悪化が見られることが少なくない。 しか


